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4n のとき、 1C は 2C に、 2C は 3C に置き換わるから 3
2

24 CCC   

以下帰納的に、 3≧n において、 1
2

2  nnn CCC が成立する。 
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6≧n のとき、帰納的に 
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以上により、 3≧n のとき、 
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nC が示された。(証明終) 


